
秋津小学校便り

炭辟っヂ
し＿　　＿

魂

19年4月5日発行

新しい風が行きかう学校に

十∴∴∴十十　　　校長　石井　相生

教育再生会掛こよる改革の方向が示される中、新学期が始まりました。進級した子と
もたらの歓声が学校に戻ってきました。進入生も含めると12学級、全校児童数346
名と昨年とほぼ同じ規模です。教職員の異動は8名で、学級担任も三分の一が新しいメ
ンバーです。その中には、新規採用の教員2名も含まれています。コミュニティ・スク
ールとしても2年目を迎え、学校運営協議会制度も本椙的に機能し始めます。新しく赴
任した教職員と共に新風を吹きこみ、子ともたらの豊かな学びの実現を目指して取り組
んで行きたいと考えています。本年度も保護者・地域の皆様よろしくこ協力をお願い致
します。
《学校目標》

子ともたちの啓やかな成長のために以下の目標を掲げました。学校教育巨＝票の「国際
社会に生きる日本人」は、これまで通りです。本年度の重点目標は3つあります。

☆　進んであいさつできる子
☆　自分のことばで表現できる子
☆　運動が好きになる手
「あいさつ」は、昨年度の目標にも掲げ大分できるようになってきました。校内だけ

洋学≦要撃竺璧讐‡至準んであいさつができることをめざしていますD今月からNHK
みんなのうだ“クラスホッパー物語”でも取り上げているように、心からのあいさつが
できるように願っています。

「自分のことばで表現できる」は、昨年度の「自分のことばではっきり言う」を改め

たものです。「言う」だけでなく「書く」こともねらいとしています。書くためには、
語彙を増やす・言葉を正しく理醍する・漢字を覚える・文脈を考えるなどが伴います。

昨年の重点の「人の話を聞く」と併せて学要の基本となることばの力を高めるものです。
！■「運動が好きになる」は、体力の向上をめざすものです。体力テストのデータでは、

ト生活指導・行事等で指導に当たります。
！《パートナー会議と学校運営協議会》

習志野市内の平均より低い種目があること、身長や体重でも市平均より低い学年があり
ます。体育の授業だけでなく、放課後や休日など生活の中で運動する習慣を鼻につけ、
健康な体を養うようにしだいと思います。これらを念頭に、教職員が一丸となって授業

昨年度末、“地域のかぜ・学校のかぜ”N09でお知らせしましたが、本年度から学
校運営協議会をサポートするための組織として「／㌣－トナー会議」を設けることにしま
した。従来の地域学校協議会と同様、月一臥定例会を行いながら、学校支援ボランテ
ィアのネットワークつくりや学校運営協議会に語る事柄を集約していきます。
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平成I9年度秋津小学校の職長です。
みん等モカを合わせてがんばり手す。

とうとよろしく訴鋼いいたし手す。

校　　長　　　石　井　利　生　　　　教　　頭

教務主任　　　渡　退　岩　夫　　　　研究主任
音楽専科　　　古　川　恵　美　　　　責護教諭
初任毒手旨導　　須　澤　裕　二

県　事務　　　杉　山　裕美子　　　　市　事務
栗　責　土　　　五十嵐　敦　子　　　　用　諸員
調　理　員　　　皆　川　葵穂子　　　　長谷川

近　藤　栄　子　　　　淡　路

1年1組　　○木　津　康　夫　　　　1年2組
2年1組　　　藤　森　裕美子　　　　2年2組
3年1組　　　中　島　裕里子　　　　3年2組
4年1組　　○築　部　洋　子　　　　4年2組
5年1細　　　白　焉　　了　　　　　5年2組
6年1組　　　山　田　芳　実　　　　6年2組

（○　学年主任　）
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14月の主な行事】
5 木 着 任 式 ・始 業 式　 下 校 銅 下校 1 1：40 19 ■木 ロング射柏 P T A 総 会 丑 0ひYJ

グlト ン甜 パ ー トナ ー 会 議6 金 短 縮 口課

10 火 入 学 式 20 金 家 庭 訪 問 ①　 用 2 ：00

1 1 水

l

給 食 開 始 登 校 満 導 1年下段楠

英 語 活動4・6年 身 体 ・視 力 ・ト6 年

23 月 サ ン タ イ ム

24 火 6 年 学 力 テ ス ト　 ク ラ ブ 活 動

聴 力 5年　 ク リー ン 醐 6－1 歯 科 検 診 1 ・3 ・4 年　 川 －ン鋤 6 －2

12 木 学 級 懇 談 会　 身 体 測 定 1 ～ 3 年 25 水 家 庭 訪 問 ② 英 語 活 動 1 年

サ ンタ イ ム 下校2 ：0 013 金 委 員 会 活 動

視 力 ・聴 力検 査 l ～ 3 年 26 木 家 庭 訪 問③　 下校2 ：0 0

16 月 避 難 訓 練　 1 年 給 食 開 始 27 金 家 庭 訪 問④　 ぎょう虫朋 査下較 2＝元 W

17 火 朝 会　 習 教 研　 下校 l：30 29 臼 昭 和 の 日

18 水 英 語 活 動 2 ・5 年 如 月 振 替 休 日

離任式で8名の職員とお別れしましたが、今年度、また新しく8名の

幅員を迎え、平成19年度が元気いっぱいにスタートしました。10日　　か
の入学式では、どんな1年生に会えるのか今からとても楽しみです。

学校と家庭と地域がしっかりと手を取り合って、秋津の子ともたらが
安全で楽しい毎日を過ごせるよう力を尽くしていきたいと思います。ご
支援のほど、よろしくお願いいたします。
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ふれあいいっぱい　夢いっぱい

盆節つq酢　　　校長石井帖
新緑が鮮やかな季節となりました。連休の谷間での遠足も終わり、子どもたらも少し

ずつ新しい学年や先生、仲間にも慣れてきたようです。連休明けは、新学期の緊張感が
とれて4月の疲れが出る頃です。ここで落ち音いて生活リズムを整え、周囲と自分との

璽（忘誤譜と、江戸時代、附の酌の旧暦5月5日までの梅雨の雨の日。、男
とこたれら節に先庭の家武てつ願を世出の児

用いた ととこ 尚 武 を結び つ けた こ

が始まりとされています。厄払いに菖蒲を
とも武家の習慣からきています。この時代、支配

階級として男児の立身出世と家督相続を第山に考えていました。

！明治の初期、来日したイギリス人の旅行家イサベラ・バードは、日本人の子育てにつ
いて次のように記しています。「私はこれほど自分の子ともをかわいがる人々を見たこ
とがない。子どもを抱いたり、背負ったり、歩く時には手をとり、手どもの遊戯をじっ

lと見ていたり、参加したり、いつも新しい玩具をくれてやり、遠足や祭りに連れて行き
l手ともがいないといつもつまらなそうである。他人の子ともに対しても
i旦⊇ユ世話をしてやる

適度に愛情を
父も母も自分の手に誇りをもっている。見て非常におもしろい

iのは、毎朝6時ころ、12人か14人の男たらが低い塀の下に集まって腰を下ろしている

i肌みな、自分の腕の中に2歳にもならぬ子どもを抱いてかわいがったり、一緒に遊ん

lたり自分の子どもの体格と知恵を見せびらかしていることである。」（平凡社ライブラリー、
事日本奥地紀行）父親と子どものスキンシップが日常的になされ、子どもを中心とした人々
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盛り込まれています。いつの時代でもこどもの

幸せを願うことも当然です。しかし、日々のくら

≡二∴一一∴‾　‾‾l
！4月当初みられなかった忘れ物が、この時期になると目立ってきます。屠るのは、本
！人だけでなくグループやクラス全体に関わる居合もあります。担任は、忘れ物でいつも
！頭を悩ましています。美顔で衰めたいと思っても、忘れ物一つでご機嫌斜めになりかね
ほせん。先白、5年生の担任から「今年から目標を決めてマラソンを始めたところ、忘
ln物が現在のところゼロ」と報告がありました。学校生活への期待や自分の目標を明確
いこ持つことは、忘れ物を減らします。こ家庭でも宿題や学用品などの持ち物について－

i声かけてください。
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授業参観いつでもどうぞJ
新しい学年・学級が始まって、一ケ月が過ぎました∴　お子様は、毎日元気に登校

ているでしょうか。特に、一年生に仁っては、環境が大きく変わってこ心配もあ
と思います。他の学年でも、今まで気を張っていた疲れが出てくる頃かも知れませ
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どうぞご家庭でも体や心の健康について、気をつけてあげてください
ば、担任へ遠慮なくご相談ください。また、学校でのお子様の活動の 様

りたい場合は、決められた参観日でなくても結構です。本校は、「でき
時に無理なく楽しく」を合い言葉にしております。いつでも、 おぞうど

が
覧
で
く

事
こ
か
け

配
を
人
か

心
子
る
出

い。お待ちしています凸

附清掃へのこ協力を訴願直し珂∫　軸
毎年、親子清掃にご協力いただきありがとうございます。今年も、先日

だ手紙の通り計画しました。手ともたちの清掃活動の様子を見ていただき
配
な

緒になって学校中をきれいにしていただければありがたいです。なお、当初
定では、5月21日・となっておりま
まいました。お喜宅びするととも
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【5 月 の 主 塔 行 事 1　　　　　　　 、 ▼

1 火 朝会　 家庭訪問 （終 ） 17 木 ク リーン運動 ロンク昼休み

パー トナー会議2 諌 全校遠足

3 木 軍書聖書書 評 銅 訝 18 金 5 年物作り体験教室
4 金 2】百 内科検診 （全） サンタイム

2 年お話合a 七

7 月 サンタイム 22 火 4 の 2 ク リーン 親子清掃

家庭 教育学級日 火 委員会活動

9 水 6 年紺山セカ ン ドスクールト＝引 23 水 市内陸上大会　 サ ンタイム
4 の 1 クリーン　 サ ンタイム 2 の 1 ・5 の 2 英語活動
3 の 1 ・3 の 2 英語活動 24 木 1 ・5 年耳鼻科検診： 臣上大会（予）

lけ■木 登校指 導 25 金 眼科検診

14 月 2 5 6 年歯科検診 尿検査②
サンタイム 学校運営協議会

28 月 サンタイム　 コミ 0 運動

29 火 クラブ活動
15 i 火 習教研　 陸上選手 を励ます毒 30 水 サンタイム 5 年お話芸

6 の 1 ・6 の 2 英語活動16 水 2 の 2 ・5 の 1 英語活動

サ ンタイム 31 木 尿検査二次

〈窯に続く〉
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b年生、市内陸上大会で大活躍J　大会新記録もJ6　月　号
19年6月1日発行

あいいっぱい　夢いっぱい
校長　石井　和生

モ

ミ　秋津富士の隣の枇杷の実力て色つき、雫の花も咲いて夏が近いことを告げています。ま
巨招く、プール掃除も行われ水泳指導も始まります。
i

毒《父の日》

㌔6月の第三日曜日は、父の日です。1910年、アメリかワシントン州のドット婦
；人が、男手一つで自分を育ててくれた父絹を想い、教会の牧師に父親の誕生月の6月に
礼拝をお願いしたことがきっかけとのことです。そして、1972年からアメリカでは
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ことがありました。5月の朝会で、漢字に親しみを持たせ、辞書を活用
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話してくれました。6年生に出した問題を2年生が取り組ん
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に驚きました。「どうやって調べたかな」と尋ねると、「お父さんと一緒に」と；拾食垂7
でした。言葉についての理解と学菖方法が身についている2年生だと感心しまし

！た。一緒に取り組んだお父さんにも脱帽です。ルソーが「世界で一番有能な先生によっ
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1《鹿野山での体験》
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てよりも、分別のある平凡な父親によってこそ、子どもは立派．に教育される」を再認識
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6位　百瀬　友築

（★大会新記録）
2絹　238回

蹴温淵
写｛

∪相
山

久

0秒2

毎
の、

車

れ
転

慣
自

り
　
■

か
転

っ
遷

す
の

に
幸

、
は
受

が
例
の

た
事
師

し
症
医

ま
発
ひ

し
だ
ぜ

器
硝

年も県より派遣さ すまれ

研修、登下校の安全、学校一地域

て　　こ迷惑をおかけしましたが、
します．ご期待ください

‖ 日月 の 圭 な 行 事 】

1 金 不 審 者対 応訓 練 6 の 1 ラ ンチ

ル ーム 給食
朝 会： サンタ化 1 ・2 車重≡ と り

旦5
1g

金 県 民 の 日

月 サ ン タ イム
4 月 19 火 営教 研 （4 時 間授 業 、 給食 な し）

こ） 火 音 楽鑑 賞 教室　 委 員 会　 ラ ン チ 20 水 サ ン タ イム‾‾　3 の 1 ラ ンチ R

R 6 の 2 2 の 2 ・6 の 1 英 語 活 動
6 水 1の2・4の2英 語 活 動　 プ ー ル 清 掃 2 1 木 ロ ン グ昼休 み　 3 の 2 ラ ンチ 打一

5 の 1 ランチR　 家庭事情苧織　 サンタイム ク リ ー ン運 動 2 年親 子 レク
パ ー トナー 会議／ 木 交 通安 全教 室 ロン グ昼 休 み

5 の 2 ラ ンチ R ク リー ン運 動
登校 手旨導

2 5 月 サ ンタ イム
8 金 2 6 火 5 の 2 ク リー ン 6 年 お 話会

2 の 2 ランチ R ク ラフ 活動9 i t 授業 参頭 目

11 月 振替 休業 日 2 7 水 4 年 校 外学 習　 2 の 1 ・6 の 2 英
語活 動 1 の 1 ラ ンチ R サリイム12 火 4 年 市 内施設 局 賢 ＿＿【5 の 1 利 一ン

13 水 水泳 学 習開 始 4 の 2 ラ ンチ R
1 の 1 ・4 の 1 英 語活 動 サンタイム

2 8 木 1 の 2 ランチ R　 P T A 三 役 会

2 9 金 4 年 お話芸 6 年 中学 体験 入学

2 の 1 ランチ R14 木 1 年 お話 芸 2 年 町探 検
4 の 1 ラ ンチ R 尿 検 査 （二 次 ）

〈裏に続く〉・l
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19年7月4日発行

ふれあいいっぱい　夢いっぱい
校長　石井　相生

ミ　教育再生会議の報告と法改正、全国【斉学力調査の実施など、歴史的に見て大きな改
！革が行われた1学期も残すところ3週となりました。今学期を振り返ってみると次の反
l省力て挙げられます。
l

《健康・安全面について》
交通事故はありませんでしたが、校内では、休憩時間や放課後、外科に運ばれるケ刀

5件がありました。なかでも前歯を欠損する事故が3件発生しました。安全確認や事前

の対策によりケガを減らすことは可能です。遊具の使い方を守ったり、落ち毒いて行動

配慮、ルール改正に伴う罰則について理解する必要があります。6月19日の朝日新聞
によると、13歳未満の手どもは歩道を走れる・子と毛のヘルメットの着用・横並び運
転や夜間の無灯火運転は罰金となっています。
給食では残量も昨年と比べ減ってきました。こ家定のこ協力ありがとうこざいます。

ただ、主食としてご飯の摂取が今一歩です。睡眠不足や朝食の欠食による体調不良で保

！したりすることが基本です。学校でも体育の時間の指導と安全に十分気をつけて再発防
l止に取り組んで参ります。
i　自転車の乗り万について交通安全教室を開いたり、全校朝会で呼びかけたりしてきま
拉程が・今一歩徹底していません白乗る側の安全確認と共に歩道を走る際の歩行者への

l健室を訪れた児童はゼロでした。

《あいさつについて》
学校の重点目標として掲げている「あいさつ」ですれ　昨年の今頃と比べるとよく出来
るようになりました。登校途中など、安全支援の方々に元気よくあいさつできます。継
続して取り組んでいきたいと思います。

き！《運動について》
！早朝やお昼休みにマラソンしている子ともたちの姿が増えてさました。学年や学級
l目標を決めて走ることは、体力向上だけでなく学習の習慣形成にも役だっています。

で
ま

た、6年生は学級で一丸となって取り組んだ長縄跳びで、市の大会でベスト5に1組・

2組が入寅しました。これも、毎日の練習の成果です。サンタイムの活動でも、ポール
i投些・甲定遊具の利用・マラソン・行進などを行っています。18年度の新体カテスト
のデータでは市平均と比べると今一歩です。

！《言葉の表現力について》
環
イ
字
ま

の
、
漢
り

会
も
い
あ

表
で
き
が

発
年
大
要

習
学
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必
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＜

や
　
D
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後
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とや読書など
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れ
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ら
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。哲多乳。。椒00仁あ瓢。

つ
　
D
に

立
す
的

7－凡に大歓声！6月始めに1・2年生がヤコとりを楽しみ、5・6年生
掃除を行ったプールに、連日大歓声巨例年ですと、掃除の後雨天が続くところ、
年は天気に恵まれ、夏のような暑さが到来。順調に水泳指導力で続きました。1年
は大きなプールに大喜び、高学年になると25メートル以上に挑戦しようと大い

膿
　
が
今
生
に

がんばりました。暑い中駆けつけてくださる学校支援ボランティアの斉藤さんのこ
協力も見逃せません。いよいよ締めくくりは「毒衣泳」になります。いざというと
き、自分の命を守る大切な学習です。夏休みの安全にもつながります。真剣に行い
たいものです。

4年生、校外学習に張り切る
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程
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か
ま
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の
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くありませんね。気をつけたいものです。

学校敷地内全面儒媚‖1「平成19年9月1日より、学校敷地内が全面禁煙
となります。子ともたちの健康保持と健全な生活習慣を図るため、市をあげて実施

されるものです。こ協力の程、よろしくお願いいたします。

鮎川由美さんに市長より感謝状J
の
れ

校
ら
　
0

学
贈
す

・
が
ま

域
状
し

地
謝
た

、
惑
い

他
り
り

の
よ
祈

そ
長
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市
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り
木
躍

あ
荒
活

で
、
ご

長
れ
の

議
ら
す

副
め
ま
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記
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ま

り
力
　
○

く
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の
ま

町
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い

、
さ
さ

り
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こ

あ
鮎
う

で
る
と

長
す
で

員
勤
め

委
活
お

仰仰げい．ハ

2 月 3 年 お 話 会　 サ ン タ イ ム †巾 火 3 年 ク リー ン　 登 校 指 導

3 火 全 校 朝 会　 委 員 会 活 動 4 1】 水 1 の 2 英 語 活 動

個 人 面 談 ①4 水 1 の 1 ・3 年 英 語 活 動

4 年 親 子 レ ク サ ン タ イ ム

5 年 ビ オ トー プ か い ぼ り

12 木

13 金 個 人 面 談 ②

＝王6 月 ′ 滴 純 絹 ・ ＝Lr

⊃ 木 グ リー ン 活 動　 ロ ン グ 昼 休 み 19 木 給 食 終 了 大 掃 除

パ ー トナ ー 会 議6 金 5 年 小 中 音 楽 会 （午 前 演 奏 ）

7 ■ 土 て、■円 丸シ役 員 会 、 20 金 終 業 式

9 且 t短緬日課閑‾破

〈裏に続く〉
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付
け
て

幼
児
2
人
を
乗
せ
る
の
は
適
時
．
イ

エ
ス
か
ノ
ー
か
ヱ

「
で
は
幼
児
」
人
嘉
い
す
に

乗
せ
て
、
も
う
1
人
を
お
ん
ぶ
し
た

ら
ユ今

月
7
日
、
大
田
区
で
開
か
れ
た

児
賓
館
の
職
員
研
修
。
子
ど
も
や
母

親
の
肖
騎
車
利
用
に
つ
い
て
、
誰
師

を
つ
と
め
た
「
子
ど
も
の
危
険
回
避

研
究
所
」
　
（
東
京
都
港
区
高
輪
）
の

轡
宍
裏
革
筈
が
、
出
席
者
に
突
継

慮
V

ぎ
早
に
質
問
し
た
。

約
恥
入
の
判
断
は
わ
か
れ
た
。
幼

児
2
人
乗
せ
は
違
反
、
1
人
お
ん
ぶ

す
れ
ば
親
の
任
の
一
部
と
み
な
さ
れ

0
Ⅹ
（
垂
墓
な
ど
）
が
正
解
だ
。

白
戦
車
の
ル
ー
ル
を
正
確
に
知
ら

な
い
人
は
多
い
が
、
u
渠
轟
や
都
遭

府
県
公
安
委
員
会
の
規
則
で
規
制
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
自
転
車
は
車

笹
が
大
原
則
だ
。
雲
で
自
転
車

が
琵
め
ら
れ
て
い
る
歩
道
以
外
は
、

走
れ
な
い
。
走
れ
る
鰭
合
も
「
い
つ

自転車の安全②

で
も
止
ま
れ
る
過
ぎ
で
、
ご
く
ゆ

っ
く
り
走
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

歩
行
者
が
い
て
通
れ
な
い
と
き
は
一

時
停
止
が
ル
ー
ル
。
ベ
ル
を
み
だ
り

に
営
す
の
も
、
立
派
な
違
反
だ
。

「
傘
さ
し
達
撃
を
N
G
と
し
て
い

る
自
治
体
も
少
な
く
な
い
。

硬
、
鞘
灯
火
で
走
る
の
は
5
万
円

以
下
の
罰
金
だ
し
、
塾
帰
り
の
小
学

生
に
見
か
け
る
r
横
並
び
運
撃
は

2
方
円
以
下
り
那
金
だ
。
草
道
の
右

側
を
逆
達
す
れ
ば
懲
役
刑
も
あ
る
。

「
自
転
車
の
乗
り
方
は
マ
ナ
ー
じ

ゃ
な
く
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
で
す
。
自
転
車
が
あ
ま
り
に
鼻
虹

璃讐慧芸慧丁主計芸ト、

な
せ
い
か
、
通
交
法
に
基
づ
く
粛
同
　
璽
石
小
林
成
某
・
事
務
霊
。

と
い
う
意
識
が
な
い
人
が
多
す
ぎ
　
だ
が
現
実
に
、
今
の
車
増
望
と

る
」
と
N
P
O
貞
鮎
車
清
閑
推
進
研
　
も
が
走
れ
る
状
態
か
－
∪
そ
ん
な

◎子とも頃へルメ叶着用

¢筆撃貫の街頭指朝封ヒ

こういう遮転は危険

二
一
∵
∴
∵

‥
学
生
以
上
は
車
道
左
側
を
走
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
転
車
へ
の
警
察

・
官
の
棺
云
処
分
や
、
1
3
歳
末
港
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
の
「
努
力
霧
」
も

…
新
野
）
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れ
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■
　
す
る
と
同
時
に
、
取
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ま
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強
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よ
う
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い
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わ
け
だ
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義
行
は
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・
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4
～
6
月
の
見
通
し
だ
じ

劇

卿

批
判
に
応
え
、
1
4
日
成
立
し
た
改
正

道
交
法
で
は
、
標
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に
か
か
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ら

ず
、
1
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南
の
児
富
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と
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大
人
で

も
、
道
路
工
事
な
ど
で
「
や
む
を
得

朝 旦

職　員　磯　教　胞亀　今年入った職員を紹介していきます。

√　　音楽を通して　古川＋恵美（舌鞘科∴＼
津田沼小学校力、ら転任してきました。津田沼小は体育の研究校で有名です。子

どもたちは、毎朝7時過ぎから校庭で遊んだり、鉄棒を磨いたりしています。

私も毎朝子ともたらとマラソンすることが1日のはじまりでした。登校したら

体操服に着替え、授業も体操服のまま。冬も半袖で過ごす子が多く、肌が鍛えら

れます。1年生からの積み重ねで、体力もつきます。校庭が狭いので、休み時間

のコートは取り合いでした。

秋津小は校庭も校舎もゆとりがあり、それが子ともたちの心にもゆとりをもた

せていると感じます。素直で前向きな気持ちの子が多く、毎巳楽しく授業をさせ

ていただいています。友だちと声を合わせる楽しさ、心地よさをひとりでも多く

の子に味わってほしいと思います。さらに音楽を通して、力を合わせることの大

∴、
や素晴らしさを感じ取ってほしいと願っています。どうぞよろしくお願いい

ます。

今、ここにいるしあわせ
3年1細担任　　中島　裕里子

四月当初、赴任したばかりの私を、子供達は「秋津小の好きな場所No．1」のと

たくさんの生き物たちのこと・お気に入。の花畑のこと・そして水の中に落ち弓てしまった思い出など、いきいきとした表情で話してくれました。

そして、このビオトープは、卒業生、保護者、地域の方々が力をあわせて作っ

て下さった、ということにとても感動しました。

3年生の学習の様々な場面でもボランティアの万が手助けして下さいます。

あただかい瞳に見守られ、健やかに成長する子供達と共に、精一杯がんばりたい

1ます。よろしくお願いいたします。
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地域くるみで子ともを育てたい！毎月一度開かれているパートナu会
議の席上、要員の】人から次のような話力1ありました。
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学校敷地内全面某煙＝　7月にお知らせしましたが．9月になりましたので、
市内全1或で学校敷地内全面禁煙となります。子ともたらの健康保持のため、ご協力を
よろしくお願いします。

19月の圭等行事】

こう 月 始 業 式　 避 難 訓 練 （引 き渡 し ） 17 月 （敬 老 の 口 ）

4 火 給 食 開 始 運 動 会 練 習 開 始

委 員 会 活 動 2 年 ク り－ ン 活 動

身 体 測 定 （全 ）

18 火 1 年 お は な し 会

19 水 サンタイム　 2 の 2 ・6 の 2 英 語 活▼叡 ‾‾

2 0 木 ロ ン グ 昼 休 み グ リー ン　　（パ m トナ ー 会 議 ）

D 水 4 の l ・ 4 の 2 英 語 活 動

6 木 ロ ン グ 昼 休 み　 （F r A 三役会】・ 2 1 金 （窟 官 許 宮 「

8 土 敬 老 会 （2 年 生 参 加 ） （F rA 削胎 ） 2 3 日 運 動 会 予 備 日・竃） （秋 分 の 日）

10 月 登 下 校 指 導　 スクールが 岬ド リータ■－来校 2 4 月 （休 日）

日 火 朝 会 （3 ・4 年 作 文 発 表 ）

習 叔 研 （給 食 有 り、 5 時 間 授 業 ）
2 5 火 1 年 ク リー ン 活 動　 ク ラ ブ 活 動

26 水 サ〃 イム　 2 の 1 ・6 （7）1＿英 治 活 動

12 水 上年 心 電 図 検 査

3 の 1 ・2 英 語 活 動

2 7 木 視 力 測 定 （1 ～ 3 年 ） （PT A 三組

2 8 金 視 力 測 定 （4 ～ 6 年 ）

14 金 運 動 会 前 日 準 備 1 年 校 外 学 習　 6 年 お は な し 会

15 土 運 動 会 29 土 （PT A 関 空）

lh ‡＝ l運 動 会 予備 日の

〈嚢に続く〉　l
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i　秋津小学校便り
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《
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思
ラジオ体操が始まる頃
まっていました。雨でも晴れでも
です。

もう一つは、ラジオ体操が終わった
の姿です。3・4年生が多く見られました。また、飼育小屋の鳥やウサギに野菜を持っ
てきてくれる1年生もいました。保護竜の万の配慮に感謝します。

また、NHKのスタッフも「地域に開かれた学校といじめの対応」の番組制作のため

8還蒜還ました8（放送は、9／24の開）統忌
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秋津小がスタート
2－1担任　藤森　裕美子

rぉはようございます！」という元気な声とともに、「先生あのね！」と子ど

もたちが教室に入ってきますd登校途中に見つけた虫のこと・週末にサッ刀－で

勝ったこと、転んでしまったこと、でかけたこと、毎朝様々な顔が教室に広がり

ます。赴任して以来、こうした手とも達の顔を見ることができとても幸せです8

広い校庭、ゆとりある校舎、学校のシンボル・ビオトプ、そこで育つ素直な

芋ともたら、そしていつも暖別、こ支援をくださる保護者の皆さま・秋津の子と
も達のことをよく見ていてくださる地域の万々、初任校で秋津に来られて本当に

ょかっだと思っています0元気な秋津っ子とともに精膚杯頑張りますDどうぞ・

でしくお臥致しますD

思い出づくりをt
4－2担任　佐藤　沙耶香

私は小さな頃から学校が大好きでした0だから、迷うことなく、教員という道

を選択しました。晴れてこの4月から、秋津小学校で教師になることができ・と

ても幸せです。

出身地は岩手県で、小学生の頃は山を駆け上ったり、川に入ったりと、毎乱

呂が暮れるまで遊んでいました。友だちと過ごしたこのような時間は今でも楽し

い思い出として残っています。私が多くの削、出をつくったように・子ともたち

＼にも即な経験を通して、楽しい馴出を作ってlましいと願っています0
、、　　　　　　　　　　　＿＿一〉＿ノ

、、1　　　　　　－－－　－　　■

※今年入った職員を紹介して参りましたが、今回のフレッシュな新規採用の

二人を持ちましてこのコーナーは終了となります。ありがとうございました〇
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校外学習の季節　猛暑の夏も少しずつ遠ざかり、いよいよ秋らしい10月がや
ってきました。子ともたちもようやく学宮に集中して取り組めそうです。さわやかな
秋風の下、校外学習も目白押しです：先月末の1年生「干葉市動物公園」に続き、2

月
末
つ
壕
お
目

名
週
ま
会
、
〇

の
か
津
を
と
た

秋
事
秋
校
も
し

中
行
「
学
と
ま

の
つ
　
も
り

も
ご
り
に

過
と
」

ぎ、いよいよ秋の到来です。今月は学校だけでなく、地域
に予定されています。秋津小学校の特色ある教育活動の－
も6日～7白に行われます。

登校日として行う“お祭り”は全国的にも珍しい行事です
祭りは神様に祈願したり、自然神を祀ったりすることから始ま
本各地で秋に行われるお祭りは、その年の収穫を祝うものが多

いようです。埋立地である秋津地区には、先祖から祀られている神社や自然

は
所
関

神
環
に

あ

わ

り ません。地域住民のくらしを豊かにするためには、心の支えになる
人々が集う行事などが大切です。昨年赴任して初めて「秋津まつり」
り、地域の人々のパワーに圧倒されました。終了後、学校に届けられ

iた“ねこパス”にも子ともたちの成長を願う温かさが感じられます。子とも
iたらが成長した後、学校を会場にお祭りが行われたこと、幼稚園から小学校
＼十一■t出抽　［　◆ry　＿　◆＝　－　L＿　′・「、≠琴爪十七一三l亡．≒　－7－　ノ　ん1・7　1＿fコ11＼＝士＝廿　　　つ乙心へ　■・、t⊥止Uh鳶　∧　／Tヽ黒色まで登校日だったことの意味を考えてくれると思います。それが地域への愛
書と誇りにつながり、地域を担う人づくりになることを願っています。今年
は、お小遣いの上限を決めて参加させるようにしました。どうぞ宜しくこ理
解とご協力をお願いします。
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しめる本を紹介します。“少女パレアナ’’角

に預けられたパレアナが主人公の物語です。
いた慰問箱の中身が松葉杖。これを見て、悲

わなくてもすむからうれしい」と考えるパレア
始めます。それは、喜ぶことを何の中からでも探

万は、周囲の人々を動かし始めます。物語の後
事
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宗睾
学旅行」がもうすぐです。学習とともに沢山の思い出ができることでしょう。どうぞ
団らんの話題にしてください。また、準備等のこ協力をお願いしますん

「葛西臨海水族園」、5年生「製鉄工湧」、3年生イ羊嚢工虜」とそれぞれの揚
学年に応じた学習をしてきます。また、6年生は一番楽しみにしている「日光修

「大南・暴風警報J発令時の登校について　先月の台風の際には、
大雨警報が発令されて自宅待機となり、10時段階でも解除されず臨時休校というこ
とになりまし．た。さらに、その数日後には、台風ではなく大雨薯報が発令されたため
問い合わせが敷件ありました。幸い、心配される程の雨も降らず、ほとんどの児童が

普段通りに登校してきました。このような判断に迷うことがあるため、「宣凰旦墜壬
鼠艶の場合は今まで通り自宅待機」「台風を伴わない警報の場合は、基本的には登校
となりますが、児童の安全を優先し、登校時闇を遅らせる等家庭で配慮をする」といl
うことが市内全学校で統一されました。こ協力をお願いいたします
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l l 0 月 の 圭 等 行 事 l　　　 ヂ鞄　　　　　　） ∨ ＼ノ七、、

1 月 スポーツテス ト週間 12 金 振替休業 日

2 火 朝会 ランチルーム 6 の 1

委員会 活動
15 月 サンタイム

16 火 クラブ活動

3 水 1 の 1 ・S の 1 英語活動 17 水 サンタイム　 ランチルーム 5 の 2

ランチルーム 6 の 2 3 の 2 ・3 の 1 英語活動

4 木 5 年モアレ検査　 ロ ング昼休み 18 束 グ リー ン運動　 ランチルーム 3 の

ランチルーム 4 の 1 1　　　 （パ ー トナー会議）

∂ 金 ランチルーム 4 の 2 19 金 5 年校外学習　 ランチルーム 3の2

6 土 秋津 まつり前夜祭 22 月 サ ンタイム　 （学校運営協議会）

7 ＝ 秋津 まつり （全校登校 日） 23 火 ク リーン 5 の 2　 ランチルーム川 1

なかよし運動会8 月 祝　 体 育の日

9 火 6 年修 学旅 行－】0 ヨ　 ク リー ン 24 水 3 年校外学習　 サ ンタイム　 ラ ン

5 の 1　 背教研 （給食な し） チルーム 2 の 2　 4 の 2 ・1 英語

10 水 サ ンタイム 登校指導
1 の 2 ・5 の 2 英語活動
家庭教育学級

25 木 5 年 お議会　 なかよし給食

26 金 ランチルーム 1 の l

27 土 けTA植舎）

11 木 2 年校外学習　 ランチルーム

5 の 1　 仰l三役会）
28 臼 市舷合防災訓練

29 月 サ ンタイム　 親子清掃　 2 年摘会

腰 囁ゝ ㊤ ㊤ 30 火 ク ラブ活動　 ランチルーム 1 の 2

31 水 5 の 2 ・5 の 1 英語活動
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校長　石井　和生母き′，

の葉も色づいてきました。2学期の教育
に入りました。今年は、秋津幼稚園も習

究会を行います。県内外から多くの
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《他者への言葉》
先月のパートナー会議の席上、ある委員から“秋津まつり”の子ともた

の様子が報告されました。3年生の『ばか面踊り』の習得が年々よくなっ
付言ごと了㌃音義青首三毒す菖言古享，；｝‾l≡苗蒼詣三言髭そした。特に
本まつりの白、紙コップの捨て場所を尋ねてきた子ともがいて、コミ捨ての
道案内をしたところ「どうもありがとうございました」と言われ感心したそ

し∵二・二i

また、先日、帰宅途中のパス内でこんな場面に遭遇しました。秋津小学校
前のバス停で乗車した6年生の女子が、途中で降りる際バスカードを出し

！がら「子どもです」と言った後、運転士がボタンを操作すると「ありかと
lこさいました」とお礼を言いながら降りて行きました。これは、大人でも

な
う
な

！かなか出来ないことだと思いました。きっと、ご家庭での躾が行き届いてい
Iるからできたのでしょう。お客として料金を払っているから当然と考えるの
が普通です。でも、自分のために応えてくれたり、動いてくれたりした相手
に感謝の気持ちを伝えることは大切です。それだけでなく、お互いの関係も
良くなり、周囲の人も和やかになります。

私たち大人が子どもに学ぶようになれば、以前、“天声人語”で紹介され
ていたような場面（優先席でメールに夢中の若い女性。前に立つ初老の男性が
注意したら「うるさい」と一喝され、女性に加勢する酔客らも参戦した。10．′′22、朝日
新聞）などは、減るのではないでしょうか。自分の意思表示と共
感謝の気持ちを伝えることは、今年のめざす子どもの姿（自分の言葉で表現
できる子）にもつながります
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親子清掃で、窓ポ弓スかどnピ力にJ　第2匡順の親子清掃机
29日の5校時に実施されました。お忙しい中を、73名の保護者の方が参加
ださいました。二人以上お子さんがいらっしゃる万は、それぞれの分担
り来たりしながらがんばられたようです。また、高い所の窓ガラスを、
拭いてくださる方もおられ、少し心配しました。皆様のがんばりのお
や体育蛇、特別教室等の窓ガラスが、まるで通り抜けられるようにき
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校門で一時停止することなく、
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」正校本

策対全安の校学で方の市はれこたしまれさ置几
又

が書で室務事とる来てつ入力人らか
日
．
■正すで

こす話と室務事てつ煙をンホタンイ
ー■．～れさ置

に、インターホンとセンサー

として、順番に設置しているも
出るようになります。また、門に

とができます。ただ
今まで通りそのまま入ってくださって

l I I 月 の 圭 啓 行 事 l

1 木 ロング昼休み 】5 木 ロング昼休み グリーン運動 しノ　　　パー トナー会議

3 土 文化の 日

∂ 月 朝会 サ ンタイム ミニバ ス ・

サ ッカ鵬選手を励ます会
16 金 スクールガー ドリーダー講話

18 ＝ 授業参観 日 ・懇談会

6 有【委員会活軌 19 月 振替休業

7 水 サ ンタイム　 4 の 2 ・5 の 2

英語活動
20 火 音楽集会　 クラブ活動

21 水 3 年おはな し仝

1 の 1 ・4 の 1 英語活動8 人 公開研究会前 R 準備

9 余 公開研究会 22 木 P T A 三役会

12 月 全校安全点検 日、登校指導 2二l 蚕 勤労感謝の 日′

13 火 市内ミニバス ・サ ッカー大会 26 月 4 年鹿野山セ カン ドスクー¶ル
4 の 1 クリーン運動 （～ 2 8 日）

14 水 1 の 2 ・5 の 1 英語活動 27 火 6 の 2 クリー ン運動
体 力強化練習開始 28 水 6 （7）2 ・6 （7）1 英語活動

30 令 就学時健康診 断
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学 年 ■三■■■■r．■： 男　 子 タ イ ム 女　 「 6 墓 喜書 面 1

7 分 1 1 秒

7 分 5 1 秒

臣1 年 1330 m 橋 水　 悠 二 5 分 5 4 秒 景 野　 紗 知

2 年 1530 m 7′：・瀾■朋岨 6 分 3 3 秒 西村　 訴 花

3 年 18 10 m 藤 原　 幸 一 7 分 1 7 秒 二 フ　 ル ブ ナ

4 年 2080 m 宍 浦　　 類 8 分 4 6 秒 伊 藤　 慶 花 9 分 1 2 秒
5 年 23 10 m 高 橋　 雄 斗 8 分 5 0 秒 亡［口　 菜 摘 9 分 3 7 秒

6 年 2 5 10 m 宗 方　 優 太 0 分 4 0 秒 林　　 幸 奈 9 分 1 6 秒

簸
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・
協
活
人

帆州、朋鮒
生
秋
■
り
〕

テ
と
法務大臣表彰を受賞されまし
のこ活躍をお祈りいたします

「腎急情報サービス窃らしの」　不審者情報や消防情報、迷子■行方不明
者情報等を携帯電話のメールでお知らせするサービスについて、市の方から連結があ
りました　詳細については栗面に載せておきますので　どうぞご覧ください

l I 2 月 の 圭 等 行 事 】

4 火 朝 会＋ 委 員 会 活動＋ 家 庭教 育 相 14 金 個 人 面談 1 日目
5 水 マ ラ ソ ン大 会　 3 の 1 ・3 の 2

英 語 活動 P T A パ トロー ル
17 月 個 人面 談 2 日目
19 水 P T A パ トU －ル

6 末 グ リー ン運 動 ロ ング昼休 み

マ ラ ソン入 会 予備 日
20 木 給 食 終 了　 大 掃除　 パ ー トナー 会議

2 1 金 終 業 式
7 金 4 年 T lミP C O 講 座 2】 日 怒 墓 査証崖 臥：、．‘㌻
10 月 短 絡 日銀 開 始　 登 校指導 24 月 振二者 抹 日‾、ご′：ミ

11 火 6 の 1 ク リー ン活 動 25 火 冬筆 紙 要ゝ　言：

12 水 2 年 英語 活 動

ふれあいいっぱい　夢いっぱい
校長　石井　和生

統一地方選挙と参書芸院選挙が同時に行われ「何かが起きる乱の亥年」と言われた、
2007年も師走に入りました。簾油価格の高騰、ねじれ国会、消費者を欺いた企業等
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㌍十十∴誉ミ十㌦ご∴∴∵十‾∴言㍉パー二十十
！記録更新と共に6年間続けて優勝する快挙を成し遂げました。本人だけでなく健康管理
Iについてご家族の協力があったことと思います。大会は終わりましたガ、今後も、冬に

今年の重点目標に“運動が好きになる子とも’1を掲げています。4月からマラソンを繊

・ごく十，∴
i向けて体力作りのために続けて行くとよいでしょう。
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